
 

  

決算書掲載頁　P171

今後の地域農業の基本となる人（担い手）と農地の問題を一体的に解決していくために、今後の地域農業の方向性を定
めた計画（「人・農地プラン」）を作成し、持続可能な農業の実現をめざす。
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８４実行組合

集落・地域が抱える人との農地の問題の解決を図るため、「人・農地プラン」の策定を推進し、青年新規就農者の支援と
合わせて、地域農業の振興を図り、持続可能な農業の実現をめざす。

A A B

一般財源

1,62336

1,587

0

0.20

0.00

0

36

0

0

(決算額) (千円) (千円)

対
象
者

中心営農者や青年新規就農者が存在し、営農支援により地域農業の活性化につながる地域や、集落における農業の
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細事業：農業地域力創造推進事業                                

１．農業地域力創造推進事業補助金 

地域の農業に関する問題を解決するため、清水、惣代
そ し ろ

地区で話し合いの場を設け議論を行い、今後の地域農業

の計画を「人・農地プラン※」（農業マスタープラン）として作成した。 

 

 (1) 作成区域概要 

河内長野市「惣代
そ し ろ

地区」は、市の南東部の中山間地域に位置し、まとまった集団農地が広がっており、

水稲を中心とした生産が行われている地区である。 

農地面積  約８ha 

農家数   １９戸 

 

 

(2) 経過 

H24.8  第１回合意形成会議※を開催。「人・農地プラン」の説明とアンケート調査を実施。 

H24.9  第２回合意形成会議を開催。「人・農地プラン」の素案について了承。 

H25.1  新規就農総合支援事業「経営開始型給付計画」の申請及び認定。 

H25.1  第３回合意形成会議を開催。「人・農地プラン」(案)の承認。 

H25.2  河内長野市 「人・農地プラン」検討会※を開催。「人・農地プラン」(案)の承認。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

※「人・農地プラン」・・高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増加等、将来の展望が描けない集落・地域の問題を

解決するため、将来、どのような経営体が中心となって地域農業を引っ張っていくのか、ど

のようにその中心となる経営体へ農地を集めるのか、また中心となる経営体以外の農業者も

含めた地域農業のあり方を集落・地域で話し合いを重ね作成した農業マスタープラン 

  ※合意形成会議・・・集落内において、「人・農地プラン」作成に向けた会合 

  ※河内長野市人・農地プラン検討会・・河内長野市附属機関設置条例に規定する「人・農地プラン」を審議する

検討会 
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